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右‐鎌倉殿御下文、左‐大宰府守護所下文（曾禰崎一二三氏文書）



第１章　武家社会の成立‐鎌倉時代の鳥栖

-014-

１　

海
と
陸
の
接
点

西
海
道

１

図1ｰ2　西海道駅路と国府

１　

基
肄
・
養
父
二
郡
は
明
治
に
な
っ
て
三
根
郡
と
と
も
に
三
養

基
郡
と
な
っ
た
。

図1ｰ1　西海道と関連施設（第２巻古代編372頁より）
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筑
後
川

２３

４

図1ｰ3　宝満川（旧筑後川）と筑後川との合流点（背景左手が鳥栖市街地）

２　

久
留
米
市
合
川
町

３　
「
正
倉
院
文
書
」『
大
日
本
古
文
書
』〔
編
年
文
書
〕

４　

筑
後
川
と
い
う
名
称
は
、寛
永
15
年（
１
６
３
８
）久
留
米
藩

の
主
張
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を
嫌
っ
た
福
岡

藩
で
は
千
歳（
千
年
）川
や
上
座
川
と
呼
ん
で
い
た
。鍋
島
藩
で
は

千
歳
川
あ
る
い
は
大
川
と
呼
ぶ
。田
代
領
で
は
大
川
と
呼
ぶ
こ
と
が

多
か
っ
た
。
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図1ｰ5　大川筋墨引図（左－赤江古津出場・右－水屋津出場、宗家文庫史料）

  

図1ｰ4　筑後川流域図（国土交通省「筑後川」を基に作成）
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５

大
峠

図1-6　高田弾正のことを記
した高田大権現石碑（水屋正
行寺入口に所在）

５　

大
隈
博
文「
紙
本
墨
書
大
般
若
経
」『
調
査
研
究
書
』第
14
集
・

佐
賀
県
立
博
物
館
・
佐
賀
県
立
美
術
館
１
９
８
９
年
、『
北
茂
安
町

史
』３
１
５
頁
北
茂
安
町
２
０
０
５
年

図1-7　筑後川を溯る帆船（建設省『筑後川』より）
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６

７

６　

山
口
県
・
文
正
２
年（
１
４
６
７
）４
月
５
日

７　

静
岡
県
小
笠
町
に
も
塩
買
坂
と
い
う
地
名
が
あ
っ
て
、海
に
近

い
が
、塩
の
道
と
し
て
知
ら
れ
る
秋
葉
街
道
に
つ
な
が
り
、そ
れ
よ

り
信
州
に
到
っ
て
い
る
。

図1ｰ8　大峠を越え那珂川経由で博多へ通じる。（平成16年）

図1-9　雪の大峠
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碇
石

８

９

10

11

図1ｰ11　古筑後川と千栗八幡宮・長門石八幡宮（１/４万　国土地
理院　明治33年）

８　
『
久
留
米
市
史
』５
、１
３
２
７
頁
。地
上
高「
二
尺
八
寸
」と

あ
る
。

９ 　
『
北
茂
安
町
史
』
５
２
７
頁
、
６
３
７
頁　

地
上
高

１
０
５
、１
７
０
㎝

10　

鈴
木
敦
子「
戦
国
期
に
お
け
る
有
明
海
の
交
通
交
通
体

系
」所
理
喜
夫
編『
戦
国
大
名
か
ら
将
軍
権
力
へ
』吉
川
弘
文
館

２
０
０
０
年
、同『
日
本
中
世
社
会
の
流
通
構
造
』２
０
０
０
年

11　
「
檜
垣
文
庫
文
書
」ほ
か
に『
福
岡
県
史
・
近
世
史
料
編
福
岡

藩
浦
方（
１
）』

図1ｰ10　長門石八幡宮の碇石（左）と千栗八幡宮神宮寺妙覚院の碇石（右）　
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図1ｰ12　肥前地域御家人配置図（赤‐「通」を通字とする一族、『佐賀県の歴史』山川
出版社１９９８を基に作成）
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１ 　

日
向
通
良
と
後
裔

12

12　
『
百
練
抄
』永
暦
元
年
５
月
15
日
条
、『
公
卿
補
任
』仁
安
３
年

（
１
１
６
８
）平
教
盛
尻
付
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』巻
二
日
向
太

郎
通
良
懸
首
事
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２　

守
護
所
で
在
番
勤
務
し
た
武
士
た
ち
ー
曾
禰
崎
・
山
浦
・
高
田
氏
な
ど

13

13　

な
お
こ
の
文
書
は
南
北
朝
時
代
に
大
友
氏
祖
・
中
原
親
能
の

鎮
西
奉
行
就
任
説
を
証
明
す
る
た
め
に
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

る
。同
時
に
写
さ
れ
た「
建
久
６
年
５
月
将
軍
政
所
下
文
」は
形
式

内
容
に
問
題
が
あ
り
、偽
文
書
と
さ
れ
て
い
る（
佐
藤
進
一『
鎌
倉
幕

府
訴
訟
制
度
の
研
究
』、瀬
野
精
一
郎『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』）。

よ
っ
て
一
体
で
あ
る
こ
の
文
書
も
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ

る
。鎌
倉
殿
御
家
人
は
鎌
倉
初
期
と
後
期
を
比
較
す
る
と
、数
が
倍

ほ
ど
に
増
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
て
、１
４
０
人
と
い
う
御

家
人
の
数
は
少
々
多
い
よ
う
な
印
象
が
あ
る（「
御
家
人
と
非
御
家

人
」『
石
井
進
著
作
集
』２
巻
）。た
だ
登
場
す
る
人
物
は
、高
木
宗

家
ほ
か
他
の
史
料
に
よ
っ
て
実
在
を
証
明
で
き
る
も
の
が
多
い
。ま

た
こ
の
書
上
が
全
く
で
た
ら
め
で
あ
る
と
し
た
ら
何
の
た
め
に
大

友
氏
が
偽
作
し
た
の
か
、得
る
も
の
も
少
な
く
、意
味
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。前
掲『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』（『
石
井
進
著
作

集
』１
、１
１
７
頁
）は
一
定
の
保
留
を
付
し
て
は
い
る
が
、上
記
宰

府
守
護
の
事
実
を
確
認
し
、史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。鎌
倉
期
の
在
地
武
士
・
肥
前
御
家
人
の
様
子
を
記
し
た

好
史
料
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、そ
の
観
点
か
ら
こ
の
史
料

を
用
い
た
い
。
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14

15

16

図1ｰ13　御家人と鳥栖の地名

14　
「
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
」『
石
井
進
著
作
集
』１
１
１
７
頁

15　
「
実
相
院
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』２
４
７
０
６

16　
「
猪
隈
関
白
記
」正
治
２
年
７
月
12
日
条「
不
論
管
内
諸
国
并

神
社
仏
寺
権
門
勢
家
庄
園
、平
均
一
同
充
兵
士
、次
第
結
番
、守
護

宰
府
事
」
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３　

曾
禰
崎
文
書
を
残
し
た
御
家
人
曾
禰
崎
氏

17

17　
『
大
分
県
史
料
』42

図1-14　現在の曾根崎集落（江戸時代のくるめ道）
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下

二

一

二

一

二

一

中

上

18

図1ｰ15　大宰府守護所下文
（曽根崎一二三氏文書）

18　
「
厳
島
野
坂
文
書
」『
平
安
遺
文
』６
３
７
９
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19

19　

曾
禰
崎
氏
が
九
州
の
出
自
で
は
な
く
、関
東
か
ら
移
住
し
た

東
国
御
家
人
・
下
り
衆
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
が（『
鳥
栖
市

史
』昭
和
48
年
版
、『
角
川
日
本
地
名
辞
典
・
佐
賀
県
』な
ど
）、い
か

な
る
根
拠
に
よ
る
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

図1-16　肥前国太田文抜書
（曾根崎一二三氏文書）
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鎌
倉
幕
府
の
成
立
す
る
過
程
が
わ
か
る
貴
重
な
中
世
史
料
が

曽
根
崎
文
書
で
あ
る
。
曽
根
崎
氏
の
歴
史
、
鳥
栖
市
の
歴
史
、

日
本
史
理
解
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
く
れ
る
史
料
群
で
あ
る
。

曽
根
崎
氏
は
肥
前
国
基
肄
郡
曾
根
崎
を
苗
字
の
地
と
し
た
が
、

蒙
古
合
戦
に
て
手
柄
を
立
て
、
豊
後
国
田
染
庄
の
一
部
を
得
た
。

南
北
朝
期
以
降
は
豊
後
で
の
活
動
が
多
く
、
や
が
て
大
友
氏
の

家
臣
と
な
っ
た
。
大
友
氏
は
朝
鮮
の
役
で
失
態
が
あ
っ
て
改
易

に
な
っ
た
。
御
家
お
取
り
つ
ぶ
し
で
あ
る
。
曾
根
崎
氏
も
帰
農

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
帰
農
し
た
一
族
は
豊
後
国
大
分
郡

（
大
分
県
由
布
市
庄
内
町
畑
田
折
立
お
よ
び
同
・
影
戸
）
に

住
ん
だ
。

『
大
分
県
史
料
』
が
作
ら
れ
た
段
階
で
は
曽
根
崎
文
書
の

所
有
者
は
「
曽
根
崎
宗
元も
と

一い
ち

氏
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
孫

に
な
る
曽
根
崎
一ひ

二ふ

三み

さ
ん
に
代
替
わ
り
し
て
い
る
。

曽
根
崎
一
統
で
は
祖
先
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
系
図
祭

り
と
も
い
う
。
旧
暦
の
３
月
１
日
（
い
ま
は
４
月
９
日
）
に

掛
け
軸
（
系
図
）
を
出
し
て
一
統
が
集
ま
り
、
神
官
を
呼
ぶ
。

畑
田
の
曽
根
崎
が
６
軒
、
奥
に
あ
る
影
戸
10
軒
で
、
合
計
16

軒
分
の
家
族
が
集
ま
る
。
系
図
は
開
く
こ
と
は
な
く
、
軸
の

ま
ま
で
祭
壇
に
置
く
。
座
元
は
も
ち
ま
わ
り
、
つ
ま
り
16
軒

が
座
と
な
っ
て
順
次
、
座
元
を
継
承
し
て
い
く
。
畑
田
で
行

わ
れ
る
時
と
、
影
戸
で
行
わ
れ
る
時
が
あ
る
。

一
二
三
さ
ん
は
系
図
を
所
持
し
て
い
る
か
ら
、
最
上
座
で
あ

る
。
「
女
の
わ
た
し
で
も
一
番
前
に
出
し
て
く
れ
る
。
系
図
元

だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
」
お
餅
も
つ
い
た
。
食
事
は
ア
ジ
を
煮
た

も
の
、
酢
の
物
、
カ
シ
ワ
飯
は
お
握
り
に
し
て
５
個
。
多
い

よ
う
に
思
う
が
、
戦
い
に
行
く
た
め
の
お
握
り
だ
と
い
う
。

曽
根
崎
一
統
は
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
い
か
め
し
い
肖
像
画
も
あ
る
。
曾
根
崎
河
内
守
入
道
重
吉

と
あ
る
。
祖
先
祭
り
で
は
象
徴
に
な
る
人
物
だ
っ
た
ら
し
い
。

文
書
の
中
に
は
大
友
家
と
の
交
流
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。

（
大
友
）
豊
後
守
逝
去
を
伝
え
る
曾
禰
崎
波
右
衛
門
「
大
友

松
之
丞
御
内
山
根
藤
左
衛
門
」
か
ら
の
書
簡
も
あ
る
し
、
曾

根
崎
同
姓
中
と
二
宮
同
姓
中
よ
り
の
助
成
、
府
札
40
匁
を
落
手

し
た
旨
を
記
し
た
大
友
丹
次
郎
内
山
根
十
蔵
の
書
簡
も
あ
っ

て
、
十
蔵
の
印
判
が
あ
る
。
高
家
・
大
友
家
と
は
連
絡
が
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
資
金
的
な
援
助
も
し
て
い
た
。
前
者
の
宛

先
・
波
右
衛
門
は
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
と
、
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）
と
、
わ
ず
か
４
年
間
で
２
度
も
３
月
１
日
の
座

元
を
務
め
た
人
物
と
わ
か
る
（
屋
号
中
屋
敷
、
系
図
に
よ
れ

ば
、
系
図
元
・
一
二
三
系
と
は
別
流
）
。
後
者
は
府
札
と
あ

る
が
、
府
札
は
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
と
２
年
の
短
期
間

に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
維
新
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
当

時
銀
43
匁
が
10
両
だ
っ
た
か
ら
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
何

名
か
で
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
金
額
を
「
助
成
」
し
、
送
っ
て

い
る
。
幕
府
は
崩
壊
し
た
。
大
友
を
零
落
さ
せ
た
徳
川
家
が

滅
ん
だ
。
大
友
家
が
復
活
す
る
の
で
は
な
い
か
。
重
臣
に
取
り

立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
期
待
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

明
治
17
年
段
階
の
座
で
は
戸
主
11
戸
と
あ
る
。
１
戸
で
あ
っ

て
も
長
男
の
み
な
ら
ず
、
次
男
三
男
も
そ
れ
ぞ
れ
が
集
ま
っ
て
、

大
人
数
に
な
る
と
い
う
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
頃
、
農

地
解
放
以
前
に
は
宮
田
が
あ
っ
て
、
そ
の
小
作
米
で
祭
り
の
費

用
が
捻
出
さ
れ
て
い
る
。

文
書
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
覚
え
書
き
が
あ
っ
た
。

我
等
家
相
伝
之　

御
書
感
状
、

依
御
懇
望
写
進
之
候
、

御
重
宝
可
被
成
候
、
以
上

　

元
禄
拾
弐
年
卯
三
月
十
八
日　

曽
根
崎
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
通
重
（
花
押
）

　
　
　
　

曽
根
崎
六
郎
左
衛
門
様

こ
れ
に
よ
れ
ば
平
右
衛
門
の
も
と
に
文
書
類
が
あ
っ
た
が
、

依
頼
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
写
し
、
平
右
衛
門
か
ら
六
郎
左
衛
門

に
渡
し
た
と
い
う
。
こ
の
覚
書
に
は
一
つ
の
特
徴
が
あ
っ
て
、

相
伝
の
「
相
」
の
部
分
、
あ
る
い
は
花
押
ほ
か
に
滲
み
が
あ

る
。
墨
の
質
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
現
在
の
文
書
群
を
一
見
す

れ
ば
、
筆
跡
が
似
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
く
わ
え
て

随
所
に
元
禄
覚
書
に
同
じ
く
、
部
分
的
に
滲
み
が
出
る
と
い
う

墨
色
の
特
色
が
あ
る
。
一
人
の
人
物
が
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
か
け

な
い
で
、
同
じ
墨
を
使
用
し
て
筆
写
し
た
よ
う
だ
。
し
て
み
れ

ば
六
郎
左
衛
門
に
渡
さ
れ
た
重
書
写
こ
そ
が
現
在
に
伝
わ
る
文

書
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
系
図
で
は
平
右
衛
門
が
一
二
三
家

の
祖
で
、
六
郎
左
衛
門
は
別
系
だ
か
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で

原
文
書
が
な
く
な
り
、
元
禄
作
成
の
写
し
が
取
り
戻
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

コ
ラ
ム　

曾
禰
崎
文
書
を
た
ず
ね
る
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-028-

４　

各
村
の
名
を
苗
字
と
す
る
武
士
た
ち

 

山
浦

20

21

 

高
田

 

藤
木22

20　

山
浦
町
金
蔵
寺
住
職
は
原
口
姓
と
聞
く
。

21　
『
南
北
朝
遺
文
』九
州
編
１
３
３
５
は
藤
津
郡
の
地
名
と
し
て

い
る
。

22　

前
者
は『
南
北
朝
遺
文
』（
九
州
編
）２
５
９
８
、後
者
は『
鎌

倉
遺
文
』７
９
０
４

図1ｰ17　空から見た山浦（昭和23年）



第４編　鳥栖市誌中世編

-029-

図1ｰ18　旧藤木村全体（左、昭和23年）と現在の藤木町（右、平成18年）

二

一

二

一

レ

二

一

一

下

二

一

中

上

23

23　
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』21
、な
お『
鎌
倉
遺
文
』に
は
脱
漏
、前

掲
の
貞
応
元
年
文
書
も
同
じ
。
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-030-

24

二

一

レ

二

一

25

大
河
行
房

　
　

行
明

行
元

　

行
友

24　
「
大
川
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』１
８
７
７
２

図1ｰ20　空から見た轟木(昭和23年)

25　

応
長
元
年（
１
３
１
１
）７
月
22
日「
鎮
西
下
知
状
」『
後
藤
文

書
』、『
鎌
倉
遺
文
』２
４
３
７
６

図1-19　現在の藤木集落
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-031-

26

 

土
々
呂
木
（
轟
木
）

27

 

飯
田

28

26　

建
保
５
年（
１
２
１
７
）９
月
14
日
立
券
注
文
、以
上
大
川
文

書
は『
鎌
倉
遺
文
』５
９
１
８
・
５
９
６
０
・
２
３
３
５

27　
『
肥
前
国
神
崎
荘
史
料
』１
３
４
号
、『
佐
賀
県
史
料
集
成
』１

巻
11

28　
『
鎌
倉
遺
文
』39
・
追
加
３
０
８
０
１
Ｂ「
鍋
島
家
記
録
」、同

内
容
の
文
書
が「
社
家
」（
鍋
７
０
０

－

１
）『
鍋
島
文
庫
』に
も
あ
っ

て
、『
北
茂
安
町
史
』に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。町
史
は
後
者
の

方
が「
原
本
に
近
い
写
」と
し
て
い
る
。本
文
引
用
箇
所
は
両
者
同
じ

で
あ
る
。　

図1ｰ21　小郡市古飯の位置図（１／20万、国土地
理院）
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-032-

29

30

31

 

神
上
（
神
辺
）・ 

姫
方

32

33

29　

弘
安
８
年「
河
上
神
社
文
書
」、正
応
4
年「
大
川
文
書
」

30　

正
安
２
年「
多
久
文
書
」

31　

ほ
か
嘉
暦
４
年（
１
３
２
９
）「
彼
杵
庄
文
書
目
録
」『
肥
前
国

彼
杵
庄
伊
佐
早
庄
史
料
』に
は
飯
田
彦
次
郎
定
が
み
え
る
。一
字
名

で
あ
る
か
ら
松
浦
党
系
で
、別
系
か
も
し
れ
な
い
。

32　
「
後
藤
文
書
」『
南
北
朝
遺
文
』（
九
州
編
）  

１
０
３
８
・

１
０
３
９
・
１
０
８
７
・
１
０
９
７

33　

み
や
き
町（
旧
三
根
町
）西
島

図1-22　現在の神辺集落（集落内を水路がはしる）
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-033-

５　

国
衙
在
庁
も
し
く
は
大
宰
府
官
人
名
・ 

行
武
名
と 

中
原
親
能

34

35

36

35　

本
名
で
は
な
い
仮
の
名
。

36　

押
領
。年
貢
が
取
れ
な
い
こ
と
。

34　
『
鎌
倉
遺
文
』９
５
４
８
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-034-

37

38

37　

肯
定
説
は
前
掲『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』、否
定
説
は
前

掲『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』を
参
照
の
こ
と
。

38「
入
来
院
文
書
」38『
鎌
倉
遺
文
』１
６
７
３
８　
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-035-

39　
（
参
考
）　

瀬
野
精
一
郎『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』１
８
９
頁
に

は「
安
貞
元
年
八
月
一
日
の
京
都
大
番
役
」を
勤
仕
し
た
肥
前
衆
の

結
番
交
名（
阿
蘇
品
保
夫
氏
所
蔵
文
書
）が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
嘉

禄
三
年
十
二
月
十
日
」に
改
元
さ
れ
て
、「
安
貞
元
年
」と
な
る
。「
八

月
一
日
」付
け
で
安
貞
を
使
用
し
た
こ
の
文
書
は
、未
来
年
号
、つ
ま

り
改
元
前
に
改
元
後
の
年
号
を
用
い
た
文
書
で
あ
る
。後
に
な
っ
て

書
か
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、信
頼
性
は
薄
い
が（『
鎌
倉
遺
文
』に

は
未
収
録
）、「
九
番
綾
部
、十
番
牛
原
、十
一
番
神
辺
、十
二
番
園

部
」な
ど
、こ
の
地
域
の
武
士
の
名
が
み
え
て
い
る
。な
ん
ら
か
の
信

頼
す
べ
き
史
料
に
基
づ
い
て
い
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
の

で
、参
考
ま
で
に
言
及
し
て
お
く
。

40　
『
鎌
倉
遺
文
』１
７
９
８
４

39

６　

図
田
帳
（ 

大
田
文
）
な
ど
か
ら
鳥
栖
市
域
の
荘
園
・
名
を
見
る

40

図1-23　現在の本鳥栖集落（本鳥栖町）
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-036-

41

41　
『
福
岡
県
史
資
料
』７

図1ｰ24　鳥栖の荘園配置図
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-037-

42

43

44

42　

承
久
２
年
12
月　

日
「
石
清
水
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』

２
６
９
７

43　
『
南
北
朝
遺
文
』九
州
編
２
８
５
４

44　
『
鎌
倉
遺
文
』９
５
４
８
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-038-

45

45　
『
鎌
倉
遺
文
』９
５
４
７
。検
注
帳
は
文
永
２
年
、文
書
の
作

成
は「
文
永
３
年
６
月
日
」
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-039-

46

47

河
上
社
・
流
鏑
馬
神
事
を
負
担
し
た
名　

48

46　
『
南
北
朝
遺
文
』九
州
編
３
２
９
５

47　

嘉
禄
２
年（
１
２
２
６
）２
月
日　

佐
賀
御
領
内
小
地
頭
等

申
状
案『
龍
造
寺
文
書
』『
鎌
倉
遺
文
』３
４
４
６

48　
『
鎌
倉
遺
文
』１
７
９
３

図1ｰ25　佐賀市大和町河上神社
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-040-

７ 　

蒙
古
襲
来
と
岩
戸
合
戦
ー 

曾
禰
崎
、 

土
々
呂
木
、 

倉
上
氏
ら
の
動
向

二
つ
の
事
件
と
鳥
栖
市
域
の
武
士
・
御
家
人
た
ち
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-041-

49　
『
鎌
倉
遺
文
』１
５
７
０
０

49

50

50　
「
比
志
島
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』１
６
１
３
０　
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-042-

51

52

51   

服
部
英
雄 『
歴
史
を
読
み
解
く・さ
ま
ざ
ま
な
史
料
と
読
解
』     

27
頁

52　
『
鎌
倉
遺
文
』１
６
９
１
７
〜
１
６
９
２
７
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-043-

5354

53　

現
在
の
大
分
県
院
内
町
に
高
並
村

54　

官
成
文
書『
鎌
倉
遺
文
』２
７
３
５
３
・
２
７
０
９
５　

岩
戸

合
戦
に
関
し
て
は
川
添
昭
二
・
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
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-044-

鎌
倉
末
期
以
降
の 

曾
禰
崎
氏

55

図1ｰ26　曾根崎と藤木位置図（1/2.5万　国土地理院　
昭和48年）

55　
『
鎌
倉
遺
文
』２
４
３
７
６
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-045-

56　
『
肥
前
国
神
崎
庄
史
料
』２
５
３
号
に
よ
れ
ば
、元
中
10
年

（
１
３
９
３
）と
す
る
。

56

鎌
倉
後
期
の 

土
々
呂
木
氏

57

58

59

鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
倉
上
氏
・
牛
原
氏
・
養
父
氏

57　
「
西
能
」を「
為
能
」と
す
る
本
も
あ
る
が
西
能
が
正
し
い
。川

添
昭
二『
九
州
中
世
史
研
究
』59
頁

58　

瀬
野
精
一
郎『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』

59　

元
亨
３
年
『
鎌
倉
遺
文
』
60

－

52
、
建
武
２
年
・
西
能

跡
、１
３
７
、１
３
８
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-046-

59

60

61

61　
『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』８
４
６

図1ｰ27　牛原・養父・蔵上の位置（昭和23年）

59　
『
博
多
日
記
裏
書
』、瀬
野
精
一
郎
編『
肥
前
国
彼
杵
庄
伊
佐

早
庄
史
料
』61
号
、『
鎌
倉
遺
文
』脱
漏
か

60　

瀬
野
前
掲
書
ほ
か
。『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』・
川
添
前
掲
書
は

倉
上
弥
五
郎
入
道
の
名
も
見
え
る
と
す
る
が
、上
記
史
料
に
は
見

え
な
い
。日
宇
弥
五
郎
入
道
は
い
る
。

図1-28　現在の蔵上集落
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